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一 般 会 計 67億2960万円 8.7％

国 民 健 康 保 険 17億6785万円 12.5％

後期高齢者医療 1億9371万円 1.3％

土 地 取 得 441万円 94.1％

下 水 道 事 業 7億571万円 0.8％

合　　　計 94億128万円 2.4％

前年比

　借入金である町債は、24年度に46億９千万円まで減少していましたが、
ここ数年は50億円前後で推移しています。
　一方、町の貯金である基金は、行財政改革などで増加傾向にありました
が、小学校の大規模改修工事などで５億円以上の基金を取り崩し、やや減
少しています。今後も基金の計画的な活用が求められます。

7対4
可決

10対1
可決

全員賛成

可決

10対1
可決

全員賛成

可決

30年度
予算

一
般
会
計
は
　  

過
去
最
大
の
予
算
に

前年比

5億3929万円増
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平成23年 24年 25年 26年 27年 29年
（見込み）

30年
（見込み）

28年

46億
9228万

49億
3320万

49億
3000万

48億
7000万

50億
3383万

50億
6737万

50億
6000万48億

1018万

30億
6530万

31億
3254万

32億
4441万

38億
8126万

35億
1998万

33億
1694万

35億
8252万

35億
6269万

（
一
般
会
計
分
）

貯金と借金の状況は

　

３
月
定
例
会
は
、
１
日
か

ら
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
か

れ
、
30
年
度
の
当
初
予
算
を

は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
税

の
見
直
し
や
、
教
育
委
員
の

同
意
案
な
ど
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
は
、
67

億
２
９
６
０
万
円
と
前
年
比

8.7
％
の
増
で
過
去
最
大
の
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
の
審
議
は
４
～
７

ペ
ー
ジ
に
、
条
例
な
ど
の
議

案
は
８
～
10
ペ
ー
ジ
、
議
案

に
対
す
る
議
員
の
賛
否
は
11

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。



一 般 会 計 67億2960万円 8.7％

国 民 健 康 保 険 17億6785万円 12.5％
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　大刀洗小学校の大規模改修工事や大刀洗学童保育
所の移設、本郷保育園の増設など、教育や子ども向
け福祉の予算が大きく伸びています。

特
別
会
計

手狭になった学童保育所を移転拡張予定（大刀洗）

自

依

存

財
源

主
財

源

町税
14億2301万円

9億
632万円

3億
3870万円

その他

3億
4600万円

町債

6億1631万円
県支出金

国庫支出金

地方交付税交付金
17億5000万円

67億
2960万円 繰越金

繰入金など
13億
4926万円

収入

民生費
25億3100万円

総務費
9億6944万円

衛生費
4億4450万円

農林水産業費
3億6378万円

公債費
4億4717万円

その他
3億
4888万円

土木費
8億1422万円

教育費
8億1061万円

67億
2960万円

支出

借 り 入 れ の
返済金です。

町の借り
入れ金です。

福 祉 に 使 う
お金です。

町民税、固定資産税、軽自動
車税など、私たちが払って
いる税金です。

自治体の規模や財政力
に応じて国から交付さ
れるお金です。

ふるさと納税の
寄附金はここに
含まれます。

保育や医療など
使い道の決まっ
た補助金です。

（県支出金も）

ごみ・し尿の
処理費です。
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ふるさと納税は３億円の
寄附を見込む。支出は
教育・福祉関係が増

一般会計予算の推移

　収入では、自主財源と言われる町民税や固定資産税な
どの税収が全体の41.2％で、国や県からの交付金などの
依存財源が58.8％となっています。ふるさと応援寄附金
は３億円を見込んでいます。
　支出では、医療などの福祉に使う民生費が前年に比べ
て約１億７千万円増と年々増加傾向にあります。

55億
7056万

26年平
成

61億
6551万

27年平
成

60億
4513万

28年平
成

61億
9031万

29年平
成

67億
2960万

30年平
成
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これからは、いつでも、どこでも、
個人番号カードで！

これからは、いつでも、どこでも、
個人番号カードで！

夜間や休日でも
コンビニエンスストア等で

取得できる

便 利

簡単な端末操作で
すぐに取得できる

簡 単
専用ネットワークと
高度なセキュリティで
安心して取得できる

安 心

住所地と本籍地の市区町村が異なる方への
戸籍証明書交付もはじめました。

個人番号カードを利用して
住民票の写し・印鑑登録証明書等を
コンビニエンスストア等で
取得できるようになります。
全国の地方公共団体において順次拡大中。

7391万円

1234万円

1億7038万円

3070万円

経験豊富な防災機関
退職者を雇用し、災害
に強く、安全・安心な
まちづくりを目指す。

定住促進住宅を大堰校
区に計画し、土地を取
得する。

送迎用待機場所を整
備するために土地を
取得する。

入所児童数増のため、
南部コミュニティセン
ター西側へ移転、増設
する。

建設後30年以上経過
しているため、安全で
快適な学校生活が送
れるように改修。

上高橋町営住宅跡に
駐車場を整備する。

小学校へのタブレット
型パソコン導入や中
学校のＰＣ更新など、
ICTを効果的に活用。

550万円

6909万円

3100万円

　
今
年
の
予
算
の
な
か
で
、
新
た

に
始
ま
る
取
り
組
み
や
注
目
の
事

業
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

　
税
金
が
正
し
く
使
わ
れ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
１
年
間
議
会
が

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

議会が
　チェック   注目事業

防災専門員を
配置

定住促進住宅
用地購入など

大刀洗学童保育所
を移設

本郷駅の送迎用
待機場所を整備

大刀洗小北校舎を
大規模改修

1億6250万円
返礼品として大刀洗
の特産物を贈呈し、町
のＰＲや産業振興につ
なげる。

ふるさと応援寄附金
を推進

今村天主堂の
駐車場を整備

教育用情報機器
を導入

今年の

2394万円
マイナンバーカードを利
用し、住民票など各種証
明書を全国のコンビニで
発行できるようにする。

証明書を
コンビニで交付
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議員
　

基
金
を
５
億
円
以
上
取
り
崩
す
が

ど
う
い
う
事
業
に
使
う
の
か
。

課長
　

大
刀
洗
小
北
校
舎
の
改
修
費
や

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
委
託

料
、
少
人
数
学
級
の
講
師
、
本
郷

駅
の
自
動
車
待
機
用
地
購
入
、
大

刀
洗
学
童
保
育
所
の
増
設
に
あ
て

る
予
定
。

議員
　

総
合
計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る
の
か
。

課長
　

29
年
度
は
「
た
ち
あ
ら
い
未
来
会

議
」
を
４
回
開
催
し
た
。
今
年
は
、

そ
の
延
長
と
し
て
校
区
別
に
地
域
の

方
々
か
ら
課
題
や
問
題
点
を
聞
き
、

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
。

議員
　

久
留
米
広
域
の
自
治
体
で
東
京

に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
出
し
て

い
る
が
、
運
用
は
。

課長
　

久
留
米
市
を
中
心
に
４
市
２
町
で

構
成
し
、
毎
月
１
回
、
連
絡
推
進
協

議
会
を
開
い
て
い
る
。
出
品
数
は
約

１
２
０
０
点
で
、
最
終
的
に
指
定
管

理
者
（
か
が
し
屋
）
が
物
品
を
選
択

す
る
。
町
内
で
は
、
立
石
蒲
鉾
の
極

鯖
や
三
井
の
寿
、
飛
龍
の
酒
な
ど
が

売
れ
て
い
る
。

議員
　

給
食
費
を
無
料
に
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
保
護
者
が
負
担
し
て
い

る
給
食
費
の
総
額
は
。

課長
　

小
学
生
は
月
３
６
０
０
円
、
中
学

生
は
４
１
０
０
円
で
、
保
護
者
負
担

の
総
額
は
年
５
４
０
０
万
円
と
な
る
。

議員
　

小
学
校
に
２
名
の
少
人
数
学
級
講

師
が
町
の
費
用
で
配
置
さ
れ
る
が
、

今
後
も
続
け
る
か
。

課長
　

特
別
支
援
学
級
の
児
童
を
含
め
、

１
ク
ラ
ス
40
人
以
上
と
な
っ
た
場
合

に
適
用
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
手
厚
い
教
育
を
要
望
し
て
い

き
た
い
。

議員
　

大
刀
洗
小
の
北
校
舎
改
修
に
合
わ

せ
て
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
の
か
。

課長
　

今
年
の
改
修
で
は
、
通
級
指
導
教

室
の
み
設
置
予
定
。
中
学
校
は
来
年

の
大
規
模
改
修
で
全
教
室
に
入
れ
る

予
定
。

議員
　

出
店
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
運
用
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

課長
　

利
用
料
は
一
時
間
300
円
。
利
用
料

金
も
検
討
し
使
い
勝
手
の
よ
い
カ
フ

ェ
を
作
り
た
い
。

30
年
度
予
算
の 

　
　
が
聞
き
た
い

コ
コ

予算
審議

基
金
を
何
に
使
う
か

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
品
揃
え
は

学
校
支
援
の
充
実
を

ド
リ
ー
ム
カ
フ
ェ
の
運
用
は

総
合
計
画
の
取
り
組
み
は

町内産の商品もならぶ（東京・新橋）

ドリームセンターの１階で営業中
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当
初
予
算
は
、全
議
員
で

構
成
す
る
予
算
委
員
会
で

集
中
審
議
し
ま
す
。

　

議
員
間
で
の
討
議
と
討

論
を
へ
て
、最
終
的
に
多
数

決
で
可
否
を
決
定
し
ま
す
。



議員
　

大
き
く
減
額
さ
れ
て
い
る
が
内
訳

は
。

課長
　

新
電
力
を
入
札
し
て
1
月
か
ら
導

入
し
た
。
高
圧
で
契
約
し
て
い
る
全

施
設
が
対
象
。
防
犯
灯
は
九
電
と
定

額
契
約
し
て
い
る
た
め
変
更
な
い
。

議員
　

産
後
ケ
ア
の
予
算
が
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、
自
己
負
担
が
高
く
て
受
け

ら
れ
な
い
の
か
。

課長
　

利
用
し
な
か
っ
た
人
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
「
必
要
性
が
な
か
っ
た
」

が
多
か
っ
た
。
今
後
は
、
産
後
ケ
ア

の
意
義
を
伝
え
な
が
ら
利
用
増
に
つ

な
げ
た
い
。

議員
　

大
堰
地
区
定
住
促
進
住
宅
の
面
積

は
決
定
し
た
か
。

課長
　

場
所
は
決
ま
っ
て
い
る
が
、
面
積

や
価
格
は
交
渉
中
。

議員
　

本
郷
駅
の
送
迎
自
動
車
待
機
用
地

は
、
宅
地
を
買
収
す
る
の
か
。

課長
　

農
地
の
転
用
を
考
え
て
い
る
。
地

権
者
と
協
議
中
で
面
積
は
未
定
。

議員
　

あ
る
団
体
が
使
っ
て
い
て
一
般
の

人
は
使
い
づ
ら
い
よ
う
だ
が
。

課長
　

利
用
し
て
い
る
団
体
と
も
話
し
合

い
、
適
正
な
形
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
考
え
る
。

議員
　

1
名
増
で
2
名
体
制
に
な
る
が
ど

の
よ
う
な
対
策
を
強
め
る
の
か
。

課長
　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
栄

養
が
不
可
欠
で
あ
り
、
病
気
の
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
個
別
対
応
で
指
導
す
る
。

電
気
料
金
の
変
更
は

土
地
取
得
の
状
況
は

産
後
ケ
ア
の
活
用
は

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活
用
は

管
理
栄
養
士
の
増
強
は

討 論

育児・食育相談もできます

どうなった

議会からの
提言

　昨年の決算委員会で議会から提出した意見に
対し、町から回答がありました。

今後も無作為抽出で委員を選出し、委託事
業者とは綿密に打ち合わせたい。

民生委員はボランティアで活動されている
が、福祉委員として町から年間6万円強を支
給。充て職の軽減などを進めたい。

①販路拡大…野菜の販売ルートは確立でき
ず、酒類はできた。
②インバウンドの誘致…2年間で220名。
町内での昼食やイチゴ狩りなどで130万
円ほどの効果。
③大刀洗産のブランド力向上…メディアに
取り上げられるなどでふるさと応援寄附
金につながった。

1 住民協議会の充実を

3 民生委員の処遇改善を

2 海外事業の総括を

答

答

答

反 対

　中学校の改修設計費にエアコン設
置が含まれるなど、住民要求が多く
盛り込まれ意欲ある予算案である。

　定住促進住宅は30年ローンであ
り、将来の負担が懸念される。香港
事業は野菜の流通ルートがまったく
見えない。

　海外PRは目的や効果が不透明。
３棟目の定住促進住宅も課題が解決
していない。

　住民生活に直結する当初予算であ
り、一部がだめだから全部だめだとい
う反対のしかたはいかがなものか。

平田
（康）

平田
（利）

平山

長野

賛 成
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ふ
る
さ
と
寄
附
金
　  

億
7460
万
円
に

５

補正
予算

議員
　

本
郷
保
育
園
の
増
設
で
、
病
後
児

保
育
セ
ン
タ
ー
の
移
設
は
不
要
に
な

っ
た
。
工
事
費
は
減
額
さ
れ
た
が
、

設
計
費
は
減
額
さ
れ
て
い
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

課長
　

見
取
り
図
な
ど
の
設
計
費
と
し
て

一
部
使
用
し
た
。
そ
の
他
は
大
刀
洗

小
の
学
童
保
育
所
の
設
計
費
と
し
て

使
用
し
た
。

議員
　

病
後
児
保
育
セ
ン
タ
ー
と
学
童
保

育
所
は
目
的
が
違
う
。
一
方
は
減
額

し
、
別
に
新
予
算
を
立
て
る
べ
き
だ

っ
た
の
で
は
。

課長
　

４
月
初
旬
に
設
計
書
を
つ
け
て
申

請
す
る
必
要
が
あ
り
執
行
し
た
。
次

回
か
ら
は
説
明
を
行
っ
て
支
出
し
た

い
。

　

補
正
予
算
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増
加
に
と
も
な
う
一
般
会
計
の
専
決

処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。
寄
附
金
総
額
は
５
億
７
千
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

一般会計のおもな増額分（専決処分）

内　　　容

ふるさと応援
　　　　寄附金 4億円

2億800万円

1億9200万円

前年度繰越金

返礼品経費
（WEB経由）

返礼品経費
（町経由）

基金へ積み立て

お礼状

※返礼品経費の目安は、寄附額の30％が返礼品代、10％
が配送料、12％が事務手数料。

　１万円の寄附があった場合、基金への積み立ては約
4800円となります。

204万円

150万円

54万円

追　加　額

内　　　容 追　加　額

収

　
　入

支

　
　出

29年度補正予算

ふるさと納税のお礼品の例
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３
月
議
会
で
は
、補
正
予

算
５
件
、人
事
３
件
、国
保
税

条
例
、空
き
家
管
理
条
例
の

改
正
な
ど
を
審
議
し
ま
し

た
。一
部
の
議
案
は
賛
否
が

大
き
く
分
か
れ
ま
し
た
。

（
賛
否
は
11
Ｐ
に
）

　 増　減　額 合　計　額

一般会計（専決） 4億204万円 69億918万円

一般会計 ▲873万円 69億45万円

国保会計 1510万円 21億7078万円

後期高齢者会計 ▲246万円 1億9204万円

下水道会計 ▲888万円 7億199万円

Q　
専
決
処
分
っ
て
な
に
？

A　
本
来
は
議
会
が
決
め
る
べ
き

こ
と
を
、
町
長
が
代
わ
っ
て
処

分
す
る
こ
と
だ
よ
。

　
　

専
決
処
分
で
き
る
内
容
は
、

議
会
を
開
け
な
い
と
き
や
、
特

に
緊
急
を
要
す
る
と
き
な
ど
地

方
自
治
法
で
決
め
ら
れ
て
い
る

よ
。
専
決
処
分
さ
れ
た
あ
と
は

次
の
議
会
で
報
告
さ
れ
る
よ
。

　 

議
会
マ
メ
知
識



国
保
税
条
例
を
改
正

条例
など

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
保
制
度
が
県
単
位
に

広
域
化
さ
れ
る
た
め
、
県
と
同
じ
方
式
を
採

用
し
税
率
を
見
直
し
ま
す
。
課
税
総
額
は
ほ

ぼ
同
じ
と
な
り
ま
す
。

議員
　

課
税
総
額
は
同
じ
で
も
世
帯
で
増

減
が
あ
る
。
影
響
は
。

課長
　

減
額
世
帯
は
約
900
。
増
額
は
約

１
１
０
０
。
増
額
幅
は
、
２
千
円
未

満
が
約
800
世
帯
。
２
千
円
か
ら
５
千

円
の
増
額
は
約
170
世
帯
。
大
き
な
増

税
に
な
る
世
帯
は
少
な
い
と
想
定
し

て
い
る
。

人

　事

教
育
委
員

安丸　元茂 さん（新）

任
期
は
34
年
３
月
ま
で
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員仲　滿 さん（再）

任
期
は
33
年
３
月
ま
で
。

青木　量子 さん（再）

空
あきや
家条例の改正

教育用情報機器の購入契約

　国が施行した空家対策特別措置
法との整合性を図るため改正す
る。
　倒壊などの事故、火災の防止、
良好な住環境の保全などを目的
に、所有者、町の責務、町民の協
力、立入調査、特定空き家に対す
る措置を定める。

　小中学校の特別支援学級や通級
指導教室にｉＰａｄおよびアプリ
を導入し、児童生徒一人ひとりの
特性に応じた学習に使用する。
　契約金額は1588万円、業者名
は㈱内田洋行。タブレット85台ほ
か、授業支援ソフト、５年間の保
守などを含む。

「適切な管理のための相当な猶予
期限」とは。具体的に半年などと
決めた方がいいのでは。

それぞれの空き家の状態により異
なるので、空き家対策推進本部で
今後協議したい。

昨年３月の当初予算で計上されて
いたのに、契約が遅かったのでは。

中学校のタブレットの契約期限が今年
度末までであったこと、教員に使いや
すさなどの確認も含め審議に時間が
かかったため。

Q

Q

A

A
国
保
税
率

改
正
の
影
響
は
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反対討論
平山

　
高
す
ぎ
る
国
保
税
は
抜
本
的

な
改
革
が
必
要
。
固
定
資
産

の
な
い
世
帯
に
は
負
担
増
に
な

る
。
激
変
緩
和
な
ど
対
応
も
求

め
ら
れ
る
。

課税額（改定部分のみ） 29年まで 30年から

基　礎
資産割 7.0% 0%

均等割、平等割 24,000円 25,000円

後期高齢者支援金（資産割） 1.5% 0%

介護納付金（所得割） 1.5% 1.8%

増減額 世帯数

増　額
2,000円未満 800

2,000円～5,000円 170
5,000円以上 130

減　額
1万円未満 100
1万円以上 800



花等順子副議長の
　　　　不信任決議案を可決
　長野議員、高橋議員から副議長不信任決
議案が提出されました。

無記名投票の結果、賛成７、反対３で可決されました。
※不信任決議に法的拘束力はありません

　副議長の言動で議長が会議の進行に苦
慮する場面が目につく。政治倫理条例の審
議における「継続審議にするか、取り下げる
か」との発言は、議案提出権を侵害するも
のである。

副議長に対して改善の申し入れはしたのか。

していない。

指摘されている副議長の発言は、「継続審議
し次回の定例会で提出しては」との内容で、
問題ないと思うが。

議案に対しての継続審議というのは何もやらな
いということになる。

本人や議会内での議論もせず、問
答無用で発議を行い、議論を拒否
する手法は認められない。

悪い点は指摘しながら改善して
いくべき。嫌なものは数の優位で
切っていくという議会ではいけ
ない。

副議長の言動により議長が議会
の進行に苦悩する場面も目につ
く。議長の補佐役をしているよう
には見えない。

提案理由

Q

Q

A

A

討論討論

反
対

賛
成

高橋

平田
（利）

平山

議
員
報
酬
改
正
案
を

議員
発議

決

　

安
丸
議
員
か
ら
議
員
報
酬
条
例
の
改
正
案
が
提

案
さ
れ
、
賛
成
５
、
反
対
６
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
報
酬
は
活
動
の
対
価
で
あ

り
、
欠
席
時
に
報
酬
を
も
ら
い
続
け

る
の
は
問
題
。
議
員
が
罪
を
犯
さ
な

け
れ
ば
い
い
。

　

筑
後
地
区
12
議
会
の
う
ち
８
議
会

が
支
給
停
止
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

町
民
目
線
も
考
え
、
改
正
す
べ
き
。

　

議
員
は
退
職
金
、
年
金
、
扶
養
手

当
も
な
い
。
町
職
員
と
同
等
に
扱
う

べ
き
。

　　

判
決
が
確
定
す
る
ま
で
は
推
定
無

罪
で
あ
り
、
報
酬
や
身
分
を
制
限
す

る
こ
と
は
諸
法
規
に
反
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

　

法
律
的
な
理
解
を
深
め
審
議
を
尽

く
し
、
議
員
の
考
え
を
集
約
し
採
決

す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
。

　

会
社
員
よ
り
過
剰
に
厳
し
い
条
件

を
課
す
の
は
議
員
の
な
り
手
不
足
を

助
長
し
、
町
に
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
。

長 野黒 木平 山花 等林 平 田
（利）

否

提
案
内
容

　
長
期
欠
席
時
や
刑
事
事
件
に
お
い
て
の
支

給
減
額
、
停
止
な
ど
の
制
限
が
な
い
た
め
、

規
定
を
定
め
た
い
。

条　件 報酬、期末手当

疾病など

定例会本会議を２回連続で
すべて欠席

翌月から
30%減

定例会本会議を４回連続で
すべて欠席

翌月から
50%減

逮捕など
（刑事事件）

被疑者、被告人として逮捕、勾留 勾留期間停止

起訴された場合（非勾留）
定例会、臨時会の初日、末日のどちら
かを欠席

該当月停止

逮 捕 後
不起訴、無罪の場合 全額支給

有罪が確定した場合 支給しない

提出された改正案

討　

論

反 対 賛 成
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３
月
定
例
会
後
、議
会
運
営
委
員
会
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
事
の
進
行
や
議
案
提
案
の
方
法
に
つ

い
て
、多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

声

　本議会では、賛成か反対か
だけの議論に見える。
　もっと提言などを進めてほ
しい。

　不信任決議の審議を視聴し
たが経過がよく分からなかっ
た。双方の意見をもっと意思表
示すべきと思う。

　ふるさと納税の寄附金が
多額にのぼっているが、使
い道をもっと審議すべきで
は。そろそろコミュニティ
バスや学校空調などを検討
してもいいと思う。

●休日議会のほうが足が向き
やすいので続けてほしい。

●今はインターネットでも視
聴できるので、必ず休日で
なくともいいのでは。

安
丸
眞
一
郎

黒
木 

德
勝

森
田 

勝
典

林
　 

威
範

平
田 

利
治

松
熊
武
比
古

長
野 

正
明

平
田 

康
雄

高
橋 

直
也

平
山 

賢
治

花
等 

順
子

山
内  

　
剛

会
議
の
結
果

30年度
予　算

一　般　会　計 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ー 可決

特別会計
国保、後期高齢者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ー 可決

土地取得、下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

29年度
補正予算

一般会計（専決） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 承認

一般会計、国保、後期高齢者、下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 欠席 可決

人　事 教育委員の任命、固定資産評価委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 同意

条例改正
空き家、後期高齢者、課設置など（全７件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

国保税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ー 可決

契　約 教育情報機器の購入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

議員発議
議員報酬条例の改正 ○ × × × ○ ○ ○ × ○ × × ー 否決

副議長不信任決議 賛成７、反対３（無記名投票による） 退席
（※） ー 可決

議長は採決に加わりません。議長欠席時は副議長が代行。

（○…賛成、×…反対）私はこう判断

※花等副議長は当事者のため除斥

たちあらい 議会だより  第158号
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て
い
る
。

議員
　

町
内
の
小
・
中
学
校

で
、そ
れ
ぞ
れ
何
名
か
。

教育長
　

小
学
校
９
名
、中
学

校
16
名
。

議員
　

不
登
校
の
子
に
登
校

を
促
す
指
導
は
誰
が
行

っ
て
い
る
か
。教
職
員
は
授
業
な

ど
で
忙
し
く
気
に
は
な
っ
て
い

る
が
手
が
回
ら
な
い
の
が
現
状

で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

教育長
　

学
級
担
任
が
行
って
い

る
。電
話
や
家
庭
訪
問

し
な
が
ら
本
人
ま
た
は
保
護
者

に
こ
れ
ま
で
の
状
況
を
尋
ね
た

り
、学
習
内
容
を
伝
え
た
り
す
る

こ
と
に
努
め
て
い
る
。各
学
校
で

30日以上欠席した
状況などを言う

一般質問は、議員が町政全般について現状

や方針を問うものです。１人あたりの持ち時

間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し

広報委員会が校正したものです。全文は、議

会ホームページのほか、議会事務局、各校区

センターでもご覧いただけます。

森田　勝典  議員

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
に

も
、
地
域
が
し
っ
か
り

支
え
ま
し
ょ
う
。

不登校の定義と対応は

一 般 質 問
町政を問う！

　
　
　
　

正
確
に
は
ど
の
よ
う

な
状
況
を
不
登
校
と
い

う
の
か
。

教育長
　

不
登
校
と
は
、児
童

生
徒
が
心
理
的
、情
緒

的
、身
体
的
、あ
る
い
は
社
会
的

要
因
背
景
な
ど
に
よ
り
30
日
以

上
欠
席
し
た
状
態
を
い
う
。た
だ

し
、病
気
や
経
済
的
な
理
由
に
よ

る
も
の
は
、長
期
欠
席
と
し
て
扱
っ

議員

は
県
の
推
奨
す
る
マ
ン・ツ
ー・マ
ン

方
式
を
取
り
入
れ
て
実
施
し
て
い

る
。教
師
が
責
任
を
持
ち
年
間

を
通
し
て
指
導
援
助
し
て
い
く
。

議員
　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
も
う
１

名
増
強
し
て
、教
職
員
の
負
担

を
減
ら
す
と
と
も
に
、き
め
細

か
な
指
導
は
で
き
な
い
か
。

教育長
　

教
育
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
３
人
体

制
で
業
務
を
進
め
て
い
る
。支
援

に
つ
い
て
は
学
校
と
協
力
し
、繰

り
返
し
家
庭
訪
問
し
た
こ
と
で
、

登
校
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例

も
あ
っ
た
。
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て
い
る
。

議員
　

町
内
の
小
・
中
学
校

で
、そ
れ
ぞ
れ
何
名
か
。

教育長
　

小
学
校
９
名
、中
学

校
16
名
。

議員
　

不
登
校
の
子
に
登
校

を
促
す
指
導
は
誰
が
行

っ
て
い
る
か
。教
職
員
は
授
業
な

ど
で
忙
し
く
気
に
は
な
っ
て
い

る
が
手
が
回
ら
な
い
の
が
現
状

で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

教育長
　

学
級
担
任
が
行
って
い

る
。電
話
や
家
庭
訪
問

し
な
が
ら
本
人
ま
た
は
保
護
者

に
こ
れ
ま
で
の
状
況
を
尋
ね
た

り
、学
習
内
容
を
伝
え
た
り
す
る

こ
と
に
努
め
て
い
る
。各
学
校
で

　
　
　
　

学
習
指
導
要
領
の
改

訂
で
小
学
校
で
は
英
語

が
教
科
化
さ
れ
る
。ま
た
大
学

入
試
で
は
英
検
な
ど
の
外
部
検

定
導
入
校
が
増
加
し
て
い
る
。

当
町
の
中
学
３
年
時
点
で
の
英

語
力
の
目
標
数
値
、到
達
度
は
。

教育長
　

目
標
は
福
岡
県
と
同

じ
で
、英
検
３
級
程
度

以
上
の
生
徒
50
％
。本
年
の
到
達

度
は
14
％
程
度
。

議員
　

英
語
力
向
上
を
目
指

し
検
定
試
験
の
補
助
を

進
め
る
自
治
体
も
増
え
て
い

る
。到
達
度
を
上
げ
る
た
め
、当

町
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

教育長
　

過
去
に
検
討
し
た

が
、校
舎
改
修
や
情
報

議員

30日以上欠席した
状況などを言う

総合教育会議で
検討する

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

残
業
せ
ず
に
早
く

帰
り
ま
し
ょ
う
。
で

も
仕
事
は
増
え
ま
す

よ
。
と
、
な
ら
な
い

体
制
づ
く
り
が
必
要

　

で
す
ね
。

教育長教育長

機
器
の
更
新
な
ど
を
優
先
し
、実

施
に
い
た
っ
て
い
な
い
。補
助
の
対

象
や
財
政
面
、優
先
す
べ
き
事
業

を
含
め
、総
合
教
育
会
議
な
ど
で

検
討
し
た
い
。

議員
　

２
０
２
０
年
か
ら
小

学
校
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
活
用
に
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
が
導
入
さ
れ
る
が
、計
画

は
。教育長

　

年
間
35
時
間
程
度
導

入
す
る
予
定
だ
が
、文

科
省
や
県
の
教
育
委
員
会
か
ら

の
例
示
も
な
く
、町
と
し
て
は
、今

後
２
年
の
間
に
教
育
総
合
推
進

事
業
で
詰
め
て
い
き
た
い
。

議員
　

教
員
の
負
担
を
考
え

る
と
、学
校
外
か
ら
の

支
援
も
積
極
的
に
考
え
る
べ
き

で
は
。

林　威範  議員

教育長
　

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
、体
制
の
準
備
が
必

要
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
る
。

費
用
も
か
か
る
た
め
、人
数
や
配

置
時
間
数
な
ど
の
検
討
を
進
め

た
い
。

小学校の登校風景

学力を伸ばすために予算を

不登校の定義と対応は英検への
補助はできないか

　
　
　
　

正
確
に
は
ど
の
よ
う

な
状
況
を
不
登
校
と
い

う
の
か
。

教育長
　

不
登
校
と
は
、児
童

生
徒
が
心
理
的
、情
緒

的
、身
体
的
、あ
る
い
は
社
会
的

要
因
背
景
な
ど
に
よ
り
30
日
以

上
欠
席
し
た
状
態
を
い
う
。た
だ

し
、病
気
や
経
済
的
な
理
由
に
よ

る
も
の
は
、長
期
欠
席
と
し
て
扱
っ

議員

は
県
の
推
奨
す
る
マ
ン・ツ
ー・マ
ン

方
式
を
取
り
入
れ
て
実
施
し
て
い

る
。教
師
が
責
任
を
持
ち
年
間

を
通
し
て
指
導
援
助
し
て
い
く
。

議員
　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
も
う
１

名
増
強
し
て
、教
職
員
の
負
担

を
減
ら
す
と
と
も
に
、き
め
細

か
な
指
導
は
で
き
な
い
か
。

教育長
　

教
育
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
３
人
体

制
で
業
務
を
進
め
て
い
る
。支
援

に
つ
い
て
は
学
校
と
協
力
し
、繰

り
返
し
家
庭
訪
問
し
た
こ
と
で
、

登
校
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例

も
あ
っ
た
。

問.

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
準
備
は

今
後
２
年
で
詰
め
て
い
く

教
育
長
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

基
金
は
、
通
常
の

経
費
で
は
実
施
で
き

な
い
よ
う
な
独
創
的

な
事
業
に
も
思
い

切
っ
て
使
っ
て
も
ら  

　

い
た
い
で
す
ね
。

町内の農業者にも
呼びかけたい

今後協議したい町長

平田　康雄  議員

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
状

況
は
ど
う
か
。寄
附
金

の
活
用
方
法
は
。

町長
　

29
年
度
の
寄
附
金
は

５
億
５
千
万
円
。経
費

な
ど
を
差
し
引
い
た
２
億
４
千
万

円
を
基
金
に
積
み
立
て
、今
後
活

用
方
法
を
検
討
す
る
。

議員
　

住
民
参
加
型
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
活
用
方

法
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、具
体
的
に
は
ど
う
す
る
の

か
。課長

　

具
体
的
な
方
法
は
未

定
だ
が
、住
民
の
意
見
は

予
算
に
反
映
し
た
い
。

議員

議員
　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
よ
る
納
税
状

況
及
び
寄
附
金
の
活
用
方
法
は
。

町長
　

寄
附
金
は
約
80
万

円
。今
村
天
主
堂
の
耐

震
診
断
な
ど
の
地
元
負
担
金
に

充
当
す
る
予
定
。

議員
　

大
刀
洗
町
住
民
協
議

会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
に
関

す
る
町
の
考
え
は
。活
動
の
場

の
提
供
や
支
援
は
。

町長
　

行
政
に
頼
ら
な
い
自

主
的
な
活
動
を
尊
重
し

た
い
。活
動
の
場
の
提
供
な
ど
は
会

の
意
向
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

議員
　

経
験
者
と
し
て
住
民

協
議
会
の
運
営
に
協
力

す
る
と
か
、助
言
者
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
は
。

課長
　

町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
応
援
や
支
援
が
で
き

る
か
、一緒
に
考
え
た
い
。

議員
　

組
織
運
営
に
対
す
る

側
面
的
な
支
援
や
活
動

の
場
の
提
供
な
ど
、し
っ
か
り
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

や
野
菜
な
ど
、買
っ
た
人
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
高
齢
者
の
出
品
を
行

って
い
る
。

議員
　

町
の
主
幹
産
業
は
農

業
で
あ
る
。も
っ
と
多

く
の
人
に
大
刀
洗
町
の
お
い
し

い
野
菜
や
農
産
品
を
広
め
る
た

め
、ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を

利
用
し
て
さ
ら
な
る
工
夫
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

課長
　

返
礼
品
の
募
集
は
広

報
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

今
後
、商
工
会
や
認
定
農
業
者
に

も
呼
び
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

議員
　

地
元
の
生
産
者
が
収

入
を
増
や
し
、町
全
体

が
潤
っ
て
い
く
こ
と
が
ふ
る
さ

と
納
税
の
大
切
な
要
素
の
一
つ

で
あ
る
。そ
の
た
め
の
工
夫
な
ど

課長
　

30
年
度
は
お
も
に
子

育
て
支
援
や
教
育
施
設

の
充
実
に
重
点
を
置
き
、さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
充
当
し
て
い
る
。防

災
対
策
は
そ
の
中
で
検
討
し
た

い
。

ふるさと応援基金の
活用方法は

　　 寄附金で農産品を
　　 広める工夫は

耐震診断中の今村天主堂

＊
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

は
、
寄
附
金
の
使
用
目
的
を
定

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
寄
附

を
募
る
方
式
。

　
　
　
　

応
援
寄
附
金
、約
５

億
円
の
返
礼
品
は
総
務

省
通
知
に
沿
っ
て
寄
附
額
の
３

割
以
内
と
な
っ
て
い
る
か
。

町長
　

総
務
省
通
知
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、町
内
に
あ

る
企
業
団
体
、個
人
事
業
者
な
ど

の
基
準
を
定
め
、寄
附
者
へ
返
礼

品
を
届
け
て
い
る
。一応
、守
っ
て
い

る
。議員

　

新
聞
に
自
宅
で
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
作
成
・
販

売
し
て
い
る
話
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

返
礼
品
を
通
じ
て
、高
齢
者

な
ど
が
活
躍
で
き
る
機
会
を
ふ

や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

課長
　

生
き
が
い
づ
く
り
の

取
り
組
み
と
し
て
、さ
く

ら
市
場
が
あ
る
。手
づ
く
り
商
品

議員

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

課長
　

返
礼
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
30
年
度
に
新
た
に

作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

議員
　

応
援
寄
附
金
を
生
か

し
、避
難
情
報
や
災
害

情
報
を
伝
え
る
た
め
の
行
政
無

線
の
個
別
受
信
機
を
設
置
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

問.

住
民
協
議
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
へ
の
支
援
は

活
動
の
場
の
提
供
な
ど
は
検
討
し
た
い

町
長
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

議
員
の

つ
ぶ
や

き

町長

高橋　直也  議員

や
野
菜
な
ど
、買
っ
た
人
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
高
齢
者
の
出
品
を
行

って
い
る
。

議員
　

町
の
主
幹
産
業
は
農

業
で
あ
る
。も
っ
と
多

く
の
人
に
大
刀
洗
町
の
お
い
し

い
野
菜
や
農
産
品
を
広
め
る
た

め
、ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を

利
用
し
て
さ
ら
な
る
工
夫
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

課長
　

返
礼
品
の
募
集
は
広

報
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

今
後
、商
工
会
や
認
定
農
業
者
に

も
呼
び
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

議員
　

地
元
の
生
産
者
が
収

入
を
増
や
し
、町
全
体

が
潤
っ
て
い
く
こ
と
が
ふ
る
さ

と
納
税
の
大
切
な
要
素
の
一
つ

で
あ
る
。そ
の
た
め
の
工
夫
な
ど

　　 寄附金で農産品を
　　 広める工夫は

返礼品にもっと町内産の野菜を

　

町
民
全
体
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
こ
と
が
寄
附
者
の

思
い
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

30
年
度
の
予
算
編
成

の
ポ
イ
ン
ト
は
。

町長
　

第
４
次
総
合
計
画
や

大
刀
洗“
よ
か
マ
チ
”創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
事
業
を
さ

ら
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

議員
　

移
住
・
定
住
に
向
け

た
優
良
賃
貸
住
宅
建
設

の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
。

町長
　

ス
カ
イ
ラ
ー
ク
上
高

橋
を
３
月
末
完
成
で
整

備
し
て
お
り
、現
在
、24
戸
中
21

戸
が
決
定
。町
内
か
ら
の
転
居
が

６
割
、町
外
か
ら
が
４
割
と
な
って

い
る
。30
年
度
は
大
堰
校
区
に
計

画
し
て
い
る
。

議員

　

義
務
教
育
９
年
間

の
学
び
は
、
子
ど
も

達
の
将
来
を
も
左
右

す
る
。

　

し
っ
か
り
頼
み
ま

　

す
よ
！

議員
　

子
育
て
世
代
を
呼
び

込
む
た
め
に
も
、待
機

児
童
解
消
に
向
け
た
保
育
園
と

の
協
議
、対
策
は
。

教育長
　

待
機
児
童
は
29
年
10

月
調
査
で
13
名
。30
年

度
に
本
郷
保
育
園
の
園
舎
増
設

工
事
を
予
定
。町
内
の
福
祉
施
設

と
も
協
議
し
て
い
く
。

議員
　

学
力
、学
習
調
査
お

よ
び
学
力
検
査
結
果
か

ら
見
え
た
成
果
と
課
題
は
。

教育長
　

28
年
度
か
ら
２
年

間
、教
え
て
考
え
さ
せ
る

授
業
の
研
究
を
委
嘱
し
た
菊
池

小
と
中
学
校
で
、確
実
に
成
果
が

出
て
き
た
が
、活
用
し
て
問
題
を

解
決
す
る
力
に
少
し
課
題
が
あ

る
。議員

　

課
題
解
決
の
た
め
の

取
り
組
み
は
。

教育長
　

教
え
て
考
え
さ
せ
る

授
業
を
30
・
31
年
度
に

安丸眞一郎  議員

全
校
で
取
り
組
む
。特
に
、中
学

校
の
授
業
改
善
を
図
る
。ま
た
、

学
力
検
証
委
員
会
を
設
置
し
、

組
織
的
に
推
進
す
る
体
制
を
つ
く

って
い
く
。

建設中の定住促進住宅（上高橋）

予算編成のポイントは

　
　
　
　

応
援
寄
附
金
、約
５

億
円
の
返
礼
品
は
総
務

省
通
知
に
沿
っ
て
寄
附
額
の
３

割
以
内
と
な
っ
て
い
る
か
。

町長
　

総
務
省
通
知
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、町
内
に
あ

る
企
業
団
体
、個
人
事
業
者
な
ど

の
基
準
を
定
め
、寄
附
者
へ
返
礼

品
を
届
け
て
い
る
。一応
、守
っ
て
い

る
。議員

　

新
聞
に
自
宅
で
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
作
成
・
販

売
し
て
い
る
話
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

返
礼
品
を
通
じ
て
、高
齢
者

な
ど
が
活
躍
で
き
る
機
会
を
ふ

や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

課長
　

生
き
が
い
づ
く
り
の

取
り
組
み
と
し
て
、さ
く

ら
市
場
が
あ
る
。手
づ
く
り
商
品

議員

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

課長
　

返
礼
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
30
年
度
に
新
た
に

作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

議員
　

応
援
寄
附
金
を
生
か

し
、避
難
情
報
や
災
害

情
報
を
伝
え
る
た
め
の
行
政
無

線
の
個
別
受
信
機
を
設
置
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

総合計画などの
各事業を推進

町長

問.

学
力
向
上
の
取
り
組
み
は

特
に
中
学
校
の
授
業
改
善
を
図
る

教
育
長
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

民
間
も
手
を
出
さ

な
い
「
賃
貸
住
宅
」

を
な
ぜ
町
が
建
設
す

る
の
か
？

　

し
か
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

　

式
？

そのとおり町長

平田　利治  議員

　
　
　
　

定
住
促
進
住
宅
に
つ

い
て
、大
堰
校
区
の
区

長
か
ら
建
設
の
要
望
が
あ
る

が
、候
補
地
は
な
ぜ
冨
多
地
区
の

一
か
所
な
の
か
。

課長
　

大
堰
校
区
で
ど
の
よ

う
な
議
論
が
あ
っ
た
か

町
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

大
堰
校
区
の
区
長
か

ら
の
要
望
書
は
、筆
跡

が
同
じ
人
が
書
い
た
よ
う
に
見

え
る
が
。

課長
　

あ
く
ま
で
も
区
長
会

か
ら
の
要
望
。

　
　
　
　

箱
物
だ
け
で
人
口
増

を
図
る
と
い
う
の
は
非

常
に
無
謀
な
話
。子
育
て
の
環

議員議員議員

境
整
備
や
保
育
料
の
値
下
げ
、

待
機
児
童
を
な
く
す
な
ど
も
重

要
と
思
う
が
。大
堰
校
区
も
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
で
建
設
す
る
の
か
。

町長
　

そ
の
と
お
り
。

　
　
　
　

町
内
産
の
野
菜
を
香

港
な
ど
海
外
に
P
R
す

る
と
言
う
が
、Ｊ
Ａ
と
の
協
議

は
。町
が
独
自
に
海
外
ル
ー
ト

を
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
。課長

　

Ｊ
Ａ
と
は
協
議
し
て

い
な
い
。野
菜
は
町
内
の

農
家
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

野
菜
の
安
定
供
給
の

た
め
に
は
Ｊ
Ａ
や
農
業

法
人
と
協
議
す
べ
き
。

議員議員

大堰の定住促進住宅も
PFI方式か

30年度の課税総額は
変わらない

　
　
　
　

国
保
税
は
、扶
養
者

が
多
い
ほ
ど
税
が
高
く

な
る
。子
ど
も
の
多
い
世
帯
の

減
免
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
が
。

課長
　

町
独
自
で
の
減
免
制

度
は
考
え
て
い
な
い
。

議員

　　 国保の広域化で　　　
　　 税率はどうなる

　
　
　
　

今
年
の
４
月
か
ら
国

保
が
広
域
化
さ
れ
る
。

医
療
給
付
の
さ
ら
な
る
削
減
や

保
険
税
の
負
担
増
が
予
想
さ
れ

る
が
、制
度
や
保
険
税
額
は
ど

う
な
る
か
。

課長
　

今
後
は
県
が
財
政
運

営
の
責
任
主
体
と
な

り
、制
度
の
安
定
化
を
目
指
す
。

保
険
税
の
賦
課
や
徴
収
、保
健
事

業
な
ど
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
町
で

実
施
す
る
。

　

30
年
度
の
税
率
は
、固
定
資
産

に
か
か
っ
て
い
た
資
産
割
を
廃
止

し
、所
得
割
や
均
等
割
、平
等
割

に
振
り
替
え
た
。課
税
の
総
額

は
変
わ
ら
な
い
よ
う
設
定
し
て
い

る
。そ
の
後
の
税
率
は
財
政
状
況

を
確
認
し
検
討
す
る
。

議員

議員
　

政
府
は
30
年
度
か
ら

３
年
連
続
で
生
活
保
護

の
扶
助
費
を
削
減
す
る
計
画
で

あ
る
。生
活
保
護
基
準
の
引
き

下
げ
は
、町
の
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
に
も
影
響
が
あ
る
と
思
う

が
。課長

　

お
も
な
も
の
と
し
て
、

就
学
援
助
や
保
育
料
の

階
層
区
分
、家
族
介
護
支
援
事

業
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、下
水
道
使

用
料
や
固
定
資
産
税
の
減
免
な

ど
に
影
響
す
る
。対
象
の
人
数
や

影
響
額
に
つ
い
て
は
調
査
中
。生

活
保
護
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、低

年
金
、無
年
金
の
方
が
多
い
と
認

識
し
て
い
る
。

大堰の建設予定地（奥）と新しい歩道

＊
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
と
は
…
民
間
の
資

金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
公

共
施
設
整
備
と
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
ゆ
だ
ね
る
手
法
。

問.

香
港
事
業
の
目
的
は

町
内
産
野
菜
の
国
内
外
Ｐ
Ｒ

課
長

問.

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
の
影
響
は

町
の
制
度
に
も
影
響
の
可
能
性

課
長

☆
そ
の
ほ
か
に
、
ふ
る
さ
と
応
援

　

寄
附
金
、
冨
多
地
区
歩
道
に
つ

　

い
て
質
問
し
た
。

☆
そ
の
他
に
、
行
政
区
の
あ
り
か

　

た
、
配
布
物
、
ご
み
集
積
場
な

　

ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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議会報告会
今年 も開 催 し ま す

８
年
目
と
な
る
今
年
も
、
町
内

４
か
所
の
校
区
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。
全
議
員
が
参
加
し
ま
す

の
で
都
合
の
よ
い
日
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

小
テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
懇
談
で
ご

意
見
を
お
聞
き
し
、
議
会
で
検
討

し
て
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、議
会
で
対

応
を
協
議
し
、町
へ
の
政
策
提
言
や
議
会
の
活
動

改
善
に
生
か
し
ま
す
。

議
会
報
告
会

５月９月 ６月

と
り
ま
と
め
、政
策
提
言

分
野
別
に
整
理
し
、

委
員
会
で
対
応
を
協
議

生
か
し
ま
す

み
な
さ
ん
の

声

5月16日（水）

5月17日（木）

5月23日（水）

5月25日（金）

時間はいずれも午後７時から時間はいずれも午後７時から

大刀洗・南部
コミュニティセンター

大堰交流センター

本郷ふれあいセンター

菊池・就業改善センター

議
員
の

つ
ぶ
や

き

課長

平山　賢治  議員

　
　
　
　

国
保
税
は
、扶
養
者

が
多
い
ほ
ど
税
が
高
く

な
る
。子
ど
も
の
多
い
世
帯
の

減
免
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
が
。

課長
　

町
独
自
で
の
減
免
制

度
は
考
え
て
い
な
い
。

議員

　　 国保の広域化で　　　
　　 税率はどうなる

　国保の場合、医療費の１～３割が自己負担となります。被保険者証（保険証）を
提示して受診してください。

変 わ ら な い こ と

● 保険証の交付
● 保険料（税）率の決定● 保険給付

● 保険料（税）の納付● 保険給付等の申請● 各種届出

※ 手続きのために県庁までお越しいただく必要はありません

加入者

窓口は今までと変わりません

市町村
県

被保険者の届出等の窓口は変わりません

医療機関の受診方法は変わりません

これからもみなさまが安心できる国保を、県と市町村で支えていきます

　同一県内の他市町村への転出等であって、世帯の継続性が保たれている場合には、平成30年4月以降の

療養において発生した高額療養費の多数回該当の算定回数も、通算されるようになります。

高額療養費の多数回該当の算定回数が、県単位で通算され
加入者の負担が軽減されます

■ 同一県内市町村間での住所異動にともなう高額療養費の多数回該当の判定

変 わ る こ と

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
1月目 2月目 3月目 1月目 2月目 3月目 4月目

1月目 2月目 3月目 4月目 5月目 6月目 7月目

これまで

平成 30年
4月以降

例

同一都道府県内市区町村転居 ここから該当

ここから該当

お問い合わせは、お住まいの市町村の国保担当窓口へ

81983
18B

今後の運営はどうなるか

　

生
活
保
護
の
削
減

は
、受
給
者
だ
け
で

は
な
く
町
の
制
度
に

も
連
動
し
ま
す
。
こ

れ
以
上
の
切
り
下
げ

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

今
年
の
４
月
か
ら
国

保
が
広
域
化
さ
れ
る
。

医
療
給
付
の
さ
ら
な
る
削
減
や

保
険
税
の
負
担
増
が
予
想
さ
れ

る
が
、制
度
や
保
険
税
額
は
ど

う
な
る
か
。

課長
　

今
後
は
県
が
財
政
運

営
の
責
任
主
体
と
な

り
、制
度
の
安
定
化
を
目
指
す
。

保
険
税
の
賦
課
や
徴
収
、保
健
事

業
な
ど
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
町
で

実
施
す
る
。

　

30
年
度
の
税
率
は
、固
定
資
産

に
か
か
っ
て
い
た
資
産
割
を
廃
止

し
、所
得
割
や
均
等
割
、平
等
割

に
振
り
替
え
た
。課
税
の
総
額

は
変
わ
ら
な
い
よ
う
設
定
し
て
い

る
。そ
の
後
の
税
率
は
財
政
状
況

を
確
認
し
検
討
す
る
。

議員

議員
　

政
府
は
30
年
度
か
ら

３
年
連
続
で
生
活
保
護

の
扶
助
費
を
削
減
す
る
計
画
で

あ
る
。生
活
保
護
基
準
の
引
き

下
げ
は
、町
の
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
に
も
影
響
が
あ
る
と
思
う

が
。課長

　

お
も
な
も
の
と
し
て
、

就
学
援
助
や
保
育
料
の

階
層
区
分
、家
族
介
護
支
援
事

業
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、下
水
道
使

用
料
や
固
定
資
産
税
の
減
免
な

ど
に
影
響
す
る
。対
象
の
人
数
や

影
響
額
に
つ
い
て
は
調
査
中
。生

活
保
護
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、低

年
金
、無
年
金
の
方
が
多
い
と
認

識
し
て
い
る
。

県の主な役割

国保運営の中心的な役割
（財政運営の責任主体）

市町村の主な役割

加入者に身近な
きめ細かい事業を引き続き実

施

国保制度が変わります!
平成30年4月から国保に

ご加入の
みなさまへ

　市町村国保は、勤務先の健
康保険など他の医療保険に加

入していない方々が

加入する医療保険です。

　市町村国保は、勤務先の医
療保険などと比べると、高齢

者の割合が高く、

加入者の所得水準が低い構造
となっています。

　そこで、県と市町村は、市
町村国保の安定的な財政運営

を図り、

市町村事務の効率化・標準化
を推進します。

県と市町村で国保を運営しま
す

変 わ る こ と

被保険者証等の様式が変わり
ます

福 岡 県
国民健康保険
被 保 険 者 証

氏 　 名

生 年 月 日

適用開始年月日

交 付 年 月 日

世 帯 主 氏 名

住 所

保 険 者 番 号

有効期限　　　年　月　日

記号　　　番号

性　　別

交付者名 印

県名が入ります 市町村による
資格管理の開始日
が入ります

交付者はこれまでどおり

市町村となります

　県も国保の保険者となることにともない、被保険者証（保険証）等の様式（記載内容など）が変わります。（下記

の図参照）
　福岡県では、被保険者証（保険証）について、高齢受給者証と一体化※1 し、１人１枚の個人カードにすること

としています。

　交付済みの被保険者証（保険証）は、平成30年4月以降、新様式
に順次切り替わります

※2 が、そ

れまでは、現在お持ちのものをお使いいただけます。被保険者証（保険証）は、医療機関等を受診する際に必要

ですので大切に取扱いましょう。

※1　 高齢受給者証が別途交付されている市町村は、

順次、被保険者証と高齢受給者証の一体化を

進めていきます。

※2　 市町村ごとで、新様式への切り替えの時期は

異なります。

■ 平成30年4月以降の更新後の様式（例）
市町村によって、
色などが異なる場合がありま

す
６９歳まで （一般分）の被保険者証

福岡県・福岡県市町村国民健
康保険・

福岡県国民健康保険団体連合
会



追跡
リポート

　一般質問で、町長などが「検討する」
と回答した内容について、その後の対
応状況を３か月以内に報告してもらう
ことができます。
　昨年12月議会の質問に対する町の回
答を報告します。

　
大
豆
生
産
者
へ
の
補
助
金
は
ど

う
す
る
か
。営
農
組
織
、個
別
経
営

者
の
法
人
化
の
支
援
は
。

　
平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
計
上

予
定
。

　
大
豆
補
助
金
は
７
３
５
万
円
。営

農
組
織
の
法
人
化
支
援
は
研
修
費

補
助
と
し
て
３
万
円
。

農
業
者
へ
の
補
助
は

（
黒
木 

德
勝
議
員
）

対
応
中

答
　
紙
お
む
つ
リ
サ
イ
ク
ル
の
調
査
、

検
討
は
。

　
29
年
度
の
排
出
状
況
を
調
査
し

て
い
る
。リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
進
歩
状

況
を
見
定
め
る
必
要
も
あ
り
、排
出

先
も
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
今
後
の

計
画
は
未
定
。

ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
は

（
安
丸 

眞
一
郎
議
員
）

検
討
中

答

　
町
民
か
ら
の
要
望
、提
案
を
一

括
管
理
し
、途
中
経
過
を
報
告

す
る
仕
組
み
は
で
き
な
い
か
。

　
住
民
意
見
を
集
め
る
取
り
組

み
が
各
課
で
異
な
り
、総
合
的
に

見
直
す
こ
と
は
困
難
。他
町
を

参
考
に
改
善
し
て
い
き
た
い
。

町
民
要
望
の
一
括
管
理
は

（
林 

威
範
議
員
、
29
年
３
月
議
会
）

検
討
中

答

　
役
場
に
手
話
通
訳
士
を
設

置
で
き
な
い
か
。難
し
け
れ
ば
、

小
郡
市
と
業
務
連
携
で
き
な
い

か
。

　
小
郡
市
の
手
話
通
訳
士
が
協

力
す
る
こ
と
は
可
能
。経
費
、予

約
の
方
法
な
ど
詳
細
な
協
議
が

今
後
必
要
で
あ
る
。

手
話
通
訳
士
の
設
置
を

（
花
等 

順
子
議
員
）

検
討
中

答

核兵器廃絶と平和の
国づくりを　　　（平山 賢治議員）

町内公共交通の整備は
（平山 賢治議員）

　非核都市宣言などの周知、啓発は。

検討中答
　今後の取り組みについては、管理職会
議などで協議し進めていく予定。

　町内の公共交通整備について、今後
の計画は。

検討中答
　既存のバス路線を延伸するための基
準や条件をクリアできるか検討中。

　保育士の確保が課題であることや、支援

を要する園児の増加にともない、マニュア

ルに基づく対応や保育士間の連携が重要

であることなど、現状について報告を受け

ました。

　また、小学校が隣接しているため日ごろ

から交流でき、入学してもスムーズに学校

生活を送ることができる立地的メリットが

あるとのことでした。

　教えて考えさせる授業改善の取り組み

や、先生方が互いに補完し合う体制での授

業により、結果として児童の学びの向上に

つながっているとのことでした。

　説明を受けた後、改修後の校舎視察や授

業参観、児童との給食試食を行いました。

保育園の課題と小学校の授業改善を調査

　保育園は築40年以上経過し老朽化が目

立っており、定員増も考慮した早急な改

修の必要性がある。

　総務文教厚生委員と正副団長及び各分
団の幹部出席のもと、消防団の現状と課

題、町の支援などについて意見交換を行いまし
た。
　団員確保に苦慮する現状があり、消防団の必
要性や活動内容などを伝える広報活動が重要で
す。団員不足を補うために、消防団OBが火災時
に出動する機能別消防団の組織化も提案されま
した。
　昨年の九州北部豪雨では、9日間にわたり延
べ100名以上の大刀洗町消防団員が被災地を支
援しました。団長から、水防に関して筑後ブ
ロックでの応援協
定を作り活動でき
るよう準備を進め
ているとの報告が
ありました。
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。

今 年 も
開 催 し ま す議会報告会

テーブルごとに懇談します

７回目となる今年度も、町内４か所の校区センターで開催します。全議員が参加しますので都合のよい日にお越しください。小テーブルごとの懇談で意見をお聞きし、議会で検討して結果をお知らせします。

おもな予算や議論の内容などをお知らせします

5月23日（火）　午後7時
大堰交流センター

5月27日（土）　午後2時
就業改善センター

5月26日（金）　午後7時
本郷ふれあいセンター

5月24日（水）　午後7時
南部コミュニティセンター

※この議会だよりをご持参ください

ト ピ ッ ク ス議会

　
報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
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会
で
対
応
を
協
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し
、町
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の
政
策

提
言
や
議
会
の
活
動
改
善
に
生
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し

ま
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。
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を
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〜

と
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め
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９
月
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野
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に
整
理
し
、

常
任
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に
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６
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ま
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な
さ
ん
の
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パソコンやタブレット
スマートフォンからも
ご覧いただけます。

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

次回定例会の予定

6月13日（水）～22日（金）

    　6月19日（火）

インターネット
配信やってます

一般
質問

ここを
クリック‼

ページ

更新中です

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

大刀洗町議会 検 索

表

風

紙

景

新
有
権
者
の

「
声
」

編
集
後
記

の

　

18
歳
に
な
っ
て
選
挙
権

を
得
ま
し
た
が
。

　

去
年
の
4
月
か
ら
大
学

に
進
学
し
て
東
大
阪
市
に

住
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
初
め
て

投
票
に
行
き
ま
し
た
。
家
に
配
布

さ
れ
た
選
挙
公
報
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
情
報
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
自
分
の
思
い
に
合
う
候
補
者

に
投
票
し
ま
し
た
。

　

お
も
な
判
断
材
料
と
し
て
は
、

今
後
の
労
働
環
境
の
こ
と
や
、
少

子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
な
ど
で

す
。
自
分
た
ち
の
将
来
に
関
係
す

る
こ
と
に
は
関
心
が
あ
り
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
の
帰
省
で
す

が
、
大
刀
洗
の
印
象
は
。

　

水
が
お
い
し
く
、
自
然

が
多
く
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ

ま
す
。
た
だ
し
大
刀
洗
に
住
ん
で

い
た
こ
ろ
は
車
の
免
許
を
持
っ
て

お
ら
ず
、
ど
こ
に
行
く
に
も
不
便

で
し
た
。
車
の
な
い
若
者
や
高
齢

者
へ
の
対
策
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

大
刀
洗
町
に
の
ぞ
む
こ

と
は
。

　

町
外
に
住
ん
で
み
て
、

大
刀
洗
の
身
近
な
歴
史
を

あ
ま
り
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ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
し
た
。
町
民
の
方
が
町

の
歴
史
を
語
れ
る
よ
う
な
学
習
も

大
事
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
高
校

生
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
が
増
え
る
と
世
代
間
の
交
流
も

活
発
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
5
名
の
広

報
委
員
が
編
集
を
担
当
し
て
い
ま

す
。楽
な
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、議
会
の
こ
と
を
少
し
で
も
分
か

り
や
す
く
、正
確
に
お
伝
え
し
た
い

と
い
う
意
気
込
み
で
会
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　
取
材
や
配
布
な
ど
、多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、今
年
も

全
国
コ
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入
賞
す
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と

が
で
き
ま
し
た
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を
励
み
に
、

さ
ら
な
る
紙
面
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図
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ま
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の
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指
導
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し
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お
願
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学
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入
学
式
で
す
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元
気
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っ
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の
55
人
で
し
た
。


